
前期基本計画　

なせよ　屈するなかれ

時重なればその事必ず成らん

　　（児童福祉の父：高鍋町出身）

高鍋みらい戦略

第６次高鍋町総合計画 

石井 十次

歴史と文教の城下町 たかなべ

～ 対話でつながる豊かで美しいまちづくり ～



昭和41年10月1日制定

昭和41年10月1日制定

昭和49年10月1日制定

昭和49年10月1日制定

高鍋町の町章は、一般から懸賞募集した115点の中、宮崎市

宮脇町花堂 豊氏作品昭和41年9月2日決定図案は、町の伝統、

活気ある産業、町民のまとまり、高鍋町の発展を基本とし、上

部は「タカナ」、下部は「ベ」を表現したものです。

町 木〔モクセイ〕

町 花〔ナデシコ〕

町木・町花

高さ3メートルにもなり、小さな花の葉のつけ根にかた

よって咲き、においがよい。各家庭で植えやすく、香りが

よく品格があるため、町内が香り豊かな町になる。また、

公害に弱いため、公害発見のバロメーターにもなる。

別名「ヤマトナデシコ」。秋の七草の一つ。この花は、

秋月の紋であり、高鍋町にとって歴史的に非常にゆかりが

ある。優美淡雅なる淡紅色の花が咲く（白色もある）。親

しみやすく、各家庭で簡単に栽培できる。

町 章

高鍋町町民憲章

古い歴史と文教の伝統をうけつぐ高鍋町民は、このことに誇りと責任を持ち、美しい自

然、厚い人情、強い連帯感の上に、さらに健康で福祉豊かな町づくりを進めるため、ここ

に憲章を定めます。

１ 心身の健康安全につとめ、体力の向上をはかります。

１ 礼儀正しくきまりを守り、だれにでも親切にします。

１ 花と緑の美しい町をつくり、自然を愛護します。

１ 家庭を大切に青少年を育成し、勤労に励みます。

１ 豊かな教養を身につけ、協力して明るい郷土をつくります。

「町民の日」

「10月1日」を高鍋町町民の日と定める。

昭和13年10月1日は、旧高鍋町と旧上江村が合併して、大高鍋発展の礎をつくった

意義のある日であり、また季節的にも適当であるということから決めたものである。


